
○ 株式会社NJアグリサポートは、運輸業を営む西日本鉄道株式会社の子会社。県の戦略品目イチゴ「博多あまおう」は
作付面積や農家数が減少していた中、2015年３月、JA全農ふくれんから新規就農者育成場を作る要請を受け、指導をい
ただいている大藪先生が大木町の大莞地区で農業をされていたことから、近くの農地を探していたところ、現在の農地
を借りることが出来た。
〇 スマート農業の取組として、環境制御型ハウスやスマートフォンによる遠隔操作を導入する他、農林水産省の令和２年
度補正予算のスマート農業加速化実証プロジェクトとして、収量予測等が可能な栽培支援システム等が採用。高単価な農
産物の選択と効率化の実施により、年間売上高は約6,600万円を達成。

〇 これにより、毎年３名程度の就農希望者を研修生として受入れ。また、農業事業で培った人脈等を生かし、研修終了後
の就農にあたり、農地、施設の取得や資金調達等を支援。その結果、これまで17名を独立させることができた。さらに、
大木町のイチゴ農家数は、恒常的な維持に転じ、作付面積は2017年以降、減少から維持へと転じることが出来た。

新技術や多様な労働力によりイチゴの地域ブランドの担い手に

〔法人名：株式会社NJアグリサポート〕（本社：福岡県大木町）（農地：福岡県大木町 他）
WEBサイト：https://nishitetsu-agri.jp/ 

①農業参入前の主たる業種：サービス業（運輸業、不
動産業、流通業、レジャー・サービス業、物流業等）

②月平均従事者数：役員８人、常雇４人、
パート等12人

③栽培方法：露地 ・ 施設

④通年作業の有無：有 ・ 無

⑤農法：慣行 ・ 有機 ・ 自然栽培

⑥認証取得：なし

⑦主な作目：トマト（12,283㎡）イチゴ（5,334㎡）

⑧年間売上高（農業関連）：65,816,000円

⑨主な販売先：トマト：西鉄ストア、イチゴ：JA
全農ふくれん青果パックセンター

⑩認定農業者：該当（平成29年12月）・ 非該当

⑪中心経営体：該当 ・ 非該当

経営データ

所在 解除条件付き貸借の権利根拠 面積（㎡）

福岡県三潴郡大木町 農地法第３条 5,334㎡

佐賀県三養基郡基山町 機構 12,283㎡

合計：17,617㎡

農地データ

注）令和３年11月時点

取組の様子

写真
環境制御型ハウス
の様子 写真

ポイント

【この事例に関するお問い合わせ先】
九州農政局農地政策推進課農地企画担当
（TEL：096ー211ー9111（内線4482）

サービス業

研修生の受入れ
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